
　

超音波探傷用接触媒質 ミタエコ－
  １．ミタエコ－Ｓ、Ｐ、Ａの特徴

      ●　中間工程検査での後処理が簡単になります。

      ●　コラムなどの内ダイヤフラムの検査に最適です。

      ●　防錆効果があります。

      ●  工場がよごれません。

      ●　ＵＴ探傷器の故障が低減します。

      ●　コストダウンになります。

※平成20年3月　ＵＴ検査規準が緩和され、75％以上ｸﾞﾘｾﾘﾝ　以外の資材も使用可能になりました。

　２．ミタエコ－Ｓ、Ｐ、Ａ各種媒質の比較（早見表）

接触媒質 乾燥性 塗装性 溶接性  防錆 たれ性 音速 コスト

ミタエコ－Ｓ、Ｐ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ ◎

ミタエコ－Ａ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

グリセリン × × × × × ◎ ○

ＣＭＣ ○ × ◎ × ◎ △ ◎

　３．ミタエコ－Ｓ、Ｐ、Ａの比較                                     

基本的には保湿剤の含有量の違いです。

      ●　ミタエコーＳ、Ｐ、Ａタイプ共に乾燥して薄膜になります。

      ●　ミタエコーＳ、Ｐ、Ａタイプ共に乾燥するため溶接性及び塗装性に優れます。

      ●　ミタエコーＳ、Ｐ、Ａタイプ共に乾燥するため後処理が簡単です。

      ●　ミタエコーＳタイプとＰタイプの違いは使用感が異なります。

      ●　ミタエコーＳはある種のスパッタ防止剤との併用でｹﾞﾙ化することがあります。

ﾜｰﾅｰｹﾐｶﾙ社製の防止剤をご使用の場合、ｹﾞﾙ化しないＰタイプをお勧めします。

      ●　ミタエコーＡタイプはＳ、Ｐタイプに比べて乾燥しにくい。（5～6倍）

Ａタイプの保湿剤配合割合はＳ、Ｐタイプの5倍です。

      ●　ミタエコーＡタイプはＳ、Ｐタイプに比べて音響効果が良い。

目安としてｸﾞﾘｾﾘﾝ100％を音響効果100とするとＡタイプは81、Ｓ、Ｐタイプは66です。

      ●　ミタエコーＡタイプはＳ、Ｐタイプに比べて粘度が高いため、たれ性に優れます。

      ●　ミタエコーＡタイプはＳ、Ｐタイプに比べて凍結しにくい。

Ａタイプは-20度まで、Ｓ、Ｐタイプは-2度までです。

　４．無償ｻﾝﾌﾟﾙを御提供いたします。

      ●　採用の前には十分評価ﾃｽﾄの上、ご使用ください。
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